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「文化」 は 国土と 歴史との 所産であります。 言 ひ換へ 

れば、 民族の 血と 運命と が 創り あげる 生存の すがたで 

あります。 民族と はこ ゝ では 狭い 意味の 人種的 差別 を 

云々 せず、 精神的に 結合した 政治的 統一 体 を 指す こと 

とし、 やがて は、 国民の 名に 於て 全く 等質の 文化圏に 

入る ベ き 複合 民族 を も 意味す る ものと 考 へたい のです _ 

ところで、 日本の 「文化」 は、 今日まで、 いは ゆる 

「大和民族」 たる われわれの 祖先が、 允文允武に まし ま 



学問の 領域に 於ても、 最近の 研究に 従へば、 哲学の 

如き 抽象 理論の 追求 は 別と して、 自然科学、 特に 数学 

の 発達 は、 明治 以前に 於て 著しい ものが あるとの こと 

です。 

本草学と しての 薬草の 採集、 観察、 実験の 価値な ど 

は、 将来、 世界 医学の 根柢 を 覆す ものと 期待す る 向 も 

あります。 

ァ J の 領域 のこと は、 私は受 売り に 過ぎ ませ ん から、 

確信 を もって 事実 を 述べる こと はでき ません が、 少く 

とも、 古来、 学者と 云 はれる 人物の 日本的 特性 を考へ 

てみ ると、 甚だ 興味 ある こと は、 彼等が 常に 経世 済民 



いは ゆる 洋服、 洋食、 洋館の これほど 普及した 今日 

に 於て さへ、 一方、 和服 は 決して 廃せられ ず、 和食 は 

むしろ 常食で あり、 畳 障子の 家屋 は 住みよ きものと さ 

れてゐ ます。 

これ はた > 惰性 がさう させる ばかりではありません。 

習慣と 云っても、 それ は 単なる 過去への 執著と して 軽 

視 せらるべき もので はない のです。 

現代の 要求から すれば、 そこに は 幾多の 不合理 ゃ不 

便が あるで せう。 しかし、 それ にも拘らず、 それ を 知 

りつ ゝ、 なほ かつ、 われわれ は 日本人な るが 故に、 純 

日本的な 衣食住の 様式に 心惹 かれる のであります。 な 



につな がり、 家の 風格 は 国風の 流れに 添 ひ、 家の 捉は、 

臣民の 道に もとづく もので なければ なりません。 

かう して、 日本の 「家族」 は、 家長 を 中心とする 国 

土の 一 単位と なり、 子孫の 育成 を 本務と する 国民 道場 

の 一 段階と なる のです。 

そこで は、 儀式と 起居と 団欒との 多彩な 生活環境の 

うちで、 われわれの、 真に 「生きる」 道と 目標と が教 

へられ、 両親の 膝の 下で、 懇ろに、 また 厳しく、 r 鎂 

け」 が 施されます。 

この 家庭に おける 「鎂 け」 について は、 後の 章で 詳 

しく 述べる つもりで すが、 そもそも これ は 国民 鍊 成の 



日本 文化の 綜合 性 を 理解す る 簡単な 一 例と して、 私 

は、 r 嗜み」 とい ふこと を考 へたい のです。 これにつ い 

て はや はり 後に 一 章 を 設けて 説明す るつ もりです が、 

この 「嗜 み」 とい ふこと は、 日本人 鰊 成の 理想 を 示し 

たもので、 常に 知情意の 円満な 調和 的 発達 を 目指し、 

「嗜 み」 が 深いと 云へば、 それ はもう、 道徳的に 善で あ 

り、 知的に 真で あり、 また 情操 的に 美で あると いふ 条 

件 を 完全に 備へ てゐる こと を 指します。 



る 基準と なる のです- 



更に 日本 文化の 特色と して、 包容 性 を もって ゐ ると 

いふ こと、 同化 力が 強いと いふ こと、 しかも、 その 同 

化 は 必ずしも もの を 一 色に 塗り あげる こと をせ ず、 そ 

の 異質 的な 形態 を その まゝ 存続 させつ ゝ、 並行 的に 処 

を 得させる とい ふ 一 視 同仁の 同化 力で ある ことです。 



わかる ものが 食べれば よいので す。 或は また、 日本 料 

理 のなかへ 支那 料理 風の もの を 採 入れて、 一品 異国 色 

を 調和 を 破らない 程度に 混ぜる こと も 面白いで せう。 

しかし、 純正な 支那 料理 を、 日本人の あまり 舌の 利か 

な い 口に も 合 ふやう に 改悪して、 これが 支那 料理 だと 

誇称す る こと は、 およそ、 日本人ら しくない 無神経な 

やり方で はありますまい か。 これ を 「はしたない」 と 

いふ 言葉で 現します。 「嗜 み」 を 欠く とい ふ 意味で あ 
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西洋 料理に ついても 同断です。 如何 はしい 洋食の 氾 

濫は、 まったく 無き に 如かぬ と 私 は 常に 感じて ゐ るの 



や、 「理想」 から は ほど 遠い、 現実の 低い 要求の み を 頭 

におき、 「間に合 ふ 程度で 我慢す る」 とい ふこと になり 

ます。 それ はどうい ふこと かと 云へば、 物と 金と 時間 

との 不足 を、 最大限に 補 ふ 工夫と 努力、 即ち、 肉体と 

精神と による 人間 能力の 最高 度の 発揮と いふ こと は、 

あまり 問題に しないので あります。 「どうせ 物がない」、 

「どうせ 金がない」、 「どうせ 時間がない」 とい ふやうな、 

諦めと も 捨鉢と も 云へ る 気分が 先に 立って、 飽くまで 

最善 を 尽す張 合 を 失 ふ と い ふ 傾向が みられます。 ， J ゝ 

が 非常に 危険な ところであります。 

なぜなら、 この 傾向から、 二つの 悲しむべき 現象が 



進んで われわれの 美風 を 日常 衣食の 間に 生かし、 醇乎 

たる 「無駄な き 余裕 ある 生活」 の 伝統に かへ り、 如何 

なる 事態に 立ち至らう とも、 同胞 互に 一 椀の 食 を悠々 

分ち 合 ふ 悦びと 意義と を、 今日 只今から、 国民す ベて 

の 胸に しっかりと 植 ゑつけ てお かなければ なります ま 

ヽ 

レ 

為政者の 「我慢 をせ よ」 とい ひ、 「間に合せよ」 とい 

ふ 言葉 を、 国民 は、 殊に 青年 は、 文字 ど ほりに 受けと 

つて はなり ません。 そこに は、 むろん、 「いた はリ」 の 

意味 も あるので ありませ う。 しかし、 日本の 将来 は I 

I 日本の 飛躍と 興隆と は、 決して、 そんな 「生ぬるい」 
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痛ましく 荒れ 朽ちた 農家 をみ るの は、 都会の いは ゆ 

る 貧民窟 をみ るより 心 淋しい ものです が、 それに 反し 

て、 いくらかの 立 木に 囲まれた おっとり とした 旧家の、 

広く はなくても 掃き 清められた 中庭に 面して、 大根 や 

柿な ど を 軒に 吊した 日当り のい、 母屋の 縁に、 孫の 守 

り をしながら 糸 を 紡いで ゐる 一 人の 老婆の、 静まり返 

つた 姿な ど を ふとみ かける と、 もう それだけで 私 は、 

頭が さがり、 胸が 熱くなる のであります。 そこに は、 

なんと 説明の しゃう もない 日本の 「家」 の 香りが 漂つ 

てゐ て、 歴史の 尊 さとい ふやうな ものが 感じられます。 



ひと つ の 光明であります。 

かう いふ 「家」 なら、 現代の 日本に は、 まだ 数限リ 

なく 存在す る 害です。 これが 日本の 強み だと は 云へ ま 

すま レ 力 

日本の 農村が 国の 力と して 重要な 位置 を 占めて ゐる 

とい ふこと は、 た- V、 そこが 主な 食糧の 生産 場で ある 

ばかりで はなく、 最も 数多い 壮丁の 健康な 培養 地 だか 

ら であって、 農 本国 家と 称せられる 意味 も 亦、 そこに 

なければ ならぬ と 思 ひます が、 それと いふの も、 ひと 

つに は、 精神的な 面で、 農村に は、 わが国の 国風なる 

ものが しっかり 植ゑ つけられ、 日本の 「家」 の 伝統が 



「献身」 と 云へば、 「家」 を 中心としての 営みの なかに、 

最も 日本的と 云 はれる 「献身」 の ひとつの 姿が みられ 

ま ^9 

それ は、 母と して、 妻と しての 「女性」 であります。 

「日本の 母」 とい ふ 言葉が 近頃 使 はれて ゐ ますが、 こ 

れは 世界に 類 を 見ない 「母」 としての 日本 女性の 偉大 

さ を讃へ たもので ありませ う。 これ はもう 普通に 云 ふ 

「母性愛」 など を 指す ので はなく、 一 方、 本能 的と 云へ 

ば 云へ るか も 知れません が、 それ 以上に、 「家」 の 精神 

の ひたむきな 実践で あり、 多く は 無意識ながら、 国の 

宝への 命が けの 奉仕と でも 云 ひ 得る、 崇高な 悲願な の 



であります。 

日本の 家庭 は 子供の 天国 だな どと、 外国人 は 云 ひま 

す。 この 母が ゐ るからで ありませ うが、 それ は 外国人 

の 見方で あると 同時に、 現代の 日本 家庭の、 いくぶん 

「子供 本位」 の 履き 違 ひ を 諷刺した 言葉と も 受け とれ 
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母の 子供への 献身 は、 妻の 夫への 献身に 通じる もの 

であります。 これ また、 男女同権、 夫婦 平等 を 称へ る 

西洋人に はもち ろん、 男尊女卑の 思想に 養 はれた 東洋 

の 他の 国々 に は 理解し がたい もので ありませ う。 

なぜなら、 「献身」 は 必ずしも 尊卑の 関係から 生れる 



もので はなく、 私を滅 した 愛の 悲壮な すがたで もぁリ 

得る からです。 これ また、 夫と いふ 男性に 対する 女性 

たる 妻の 愛情 だけで は 説明の つき かねる、 なに か 超 個 

人的な、 夫の 背後に ある、 より 大きな ものに 対する 奉 

仕 を 含んで ゐる とみるべき であ リ ませう。 それ は 「家」 

であり、 「国」 であ リ、 従って、 夫の 「仕事」 であり ま 

かう いふ 根本的な こと は、 どうか するとた > 風習と 

して、 まったく 自覚の 外に、 た、 V 形と して 世代から 世 

代に 伝 へられる ものであります から、 その 形 は 時と し 



ふ 有様であります。 

しかし、 それでも、 日本人 はま だ、 義理で も 打算で 

もない、 た y 単に 気前 を 見せる とか、 相手の 驚き 喜ぶ 

顔 を 見たい とかい ふ、 単純で かつ 不思議な 心理から、 

無暗に 相手 かま はず 物 を やりた がり、 また、 貰 ふ 方で 

も わりに 平気で それ を 受けと ると いふ 風が、 そんなに 

珍しく はない のです。 

外国人に はよ ほどこれ が 不可解と みえて、 日本人の 

甘 さとさへ 評して ゐる向 も あるく らゐ です。 甘く みら 

れる こと は 必ずしも 恥ではありません。 しかし、 かう 

いふ 傾向 は、 やはり、 精神と 形式との 遊離で ありまし 



て、 美し かるべき 行為が、 その美し さ を 消して ゐるー 

タ であります 

日本人が、 贈物と して、 その物に 托する 心情 は、 歌 

にも 詩に もしたい ほどの、 深い 意味 を 籠め てゐ るので 

わらび な 

す。 何処の 山で とれた 蕨 だと か、 裏に 生った 柿 だと か、 

郷里の 地酒 だと か、 どこ 名産の 羊羹 だと か、 誰 それに 

焼かせた 壺だ とか、 娘の 縫った チャンチヤン コだ とか、 

まあ さう いふ 類 ひの 品物なら ば、 や つても 貰っても、 

そ ァ J に は 少し の 無理 もな く、 友愛の 息吹 を 運ん で 物が 

温く 笑 ひます。 「手土産」 の 懐し さは、 物の 金銭 的 価値 

でない こと はもち ろん、 それ を 差 出す 人の 眼差しと 一 
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日本人の 死生観 は、 おそらく 仏教 渡来 以前に、 その 

自然観と ともに 既に はっきりした 形 を 取って ゐ たもの 

の やうに 思 はれます。 もちろん、 後世に 至って、 仏教 

思想の 影響 もな くはありません が、 むしろ その 根源 は、 

国肇 ると 共に 芽生えた 一 死 奉公の 赤誠に あると 断じて 

誤りはありません。 

かへ らしと かねて 思へ は 梓弓な き 数に いる 名 を そ 

止む る (楠 正 行) 



一方、 武士道の かう いふ 死生観 は、 庶民の 間に も 影 

響 を 与へ たと 同時に、 日本人す ベての 「生死」 とい ふ 

観念に、 仏教 的な 厭世 思想 を 超えた、 なに かもつと 激 

しい、 そして 一面に は、 無頓着と 云 ひたい ほどの 特色 

を もたせる 結果と なりました。 

「死ぬ」 とい ふこと を 案外なん とも 思 はない ほど 不気 

味な ものはありません。 ほかから みれば 不気味に 違 ひ 

ない けれども、 日本人 自身に は、 それが 当り前な ので 

しかし、 これ は、 日本人の 「生」 とい ふ ものに 対す 

る考へ 方と 無関^ではありません。 日本人 は、 「生き 



本人 はさう いふ 「死」 を 死ぬ ために こそ 「生き」 てゐ 

るの だとい ふ 象徴的な 言 ひ 方 さ へ できる くら ゐ です。 

私 は、 この場合、 既に、 「立派な 死」 とい ふ 言葉の な 

かに、 「立派な 生」 とい ふ 意味 を も 含めた ものと して 考 

へたい。 言ひ換 へれば、 「立派に 生き」 得る もので なけ 

れば、 「立派な 死に 方」 はでき ぬと いふ ことです。 

今日の 日本人が 立派に 生きる とい ふこと は、 自分 独 

りの 「生死」 を 問題に すべきで はありません。 まして、 

おのれた > 一 人、 清く 生きれば よいと いふ やうな 考へ 

方 は、 絶対に 許されません。 日本の 国、 日本人 全体の 

ために、 なんらか 役立つ やうな 「生き方」 を、 分に 応 
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